
１．件名：日本原燃再処理施設の原子力規制検査に用いるリスクに準じた指標

の検討に関する日本原燃株式会社との面談 

 

２．日時：令和４年２月２４日（木）１０時３０分～１２時１５分 

 

３．場所：原子力規制庁 １６階Ａ会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

 検査グループ 核燃料施設等監視部門 

熊谷統括監視指導官、伊藤管理官補佐、服部上席監視指導官、 

横塚技術研究調査官 

 審査グループ 核燃料施設審査部門 

大橋上席安全審査官、髙梨安全審査専門職 

技術基盤グループ 

 核燃料廃棄物研究部門 

森上席技術研究調査官、久保田統括技術研究調査官、 

寺垣技術研究調査官 

 

日本原燃株式会社 

 安全・品質本部 安全推進部長 他９名 

 

５．要旨 

（１）日本原燃再処理施設に対する原子力規制検査において、リスクに準じた指

標を用いた検査の実施の検討に資するため、日本原燃株式会社（以下「日

本原燃」という。）と面談を行った。 

 

（２）原子力規制庁から、配布資料に基づき、再処理施設のリスクに準じた指標

を用いた検査対象設備の選定評価手法について、検討中である暫定評価

手法の概要を説明するとともに、本手法に関する意見交換を実施した。ま

た、日本原燃から、再処理施設のリスク評価の整備状況に関する説明があ

った。 

 

（３）また、本手法の実施設への適用性を確認するために必要な日本原燃が保有

する各種データについて、借用方法等を調整していくことを日本原燃と

共有した。 

 



６．配布資料 

暫定評価手法による再処理施設の重要度評価の検討 

 

以上 


